






小規模特認校制度の導入について







＜令和８ 年度＞
・ ４ 月 入学・ 転学









佐伯市立本匠小・ 中学校

令和７ 年度から 、 本匠小学校と と も に、
佐伯市教育委員会指定の

「 小規模特認校」 と なり ま し た。

（ 令和７ 年１ １ 月以降、 生徒募集が始ま り ま す）

令和７ 年８ 月２ ０ 日

佐伯市立本匠小・ 中学校



本匠小・ 中学校の主なテーマ

「 ロ ーカルにし てユニバーサルな
人材の育成」 を展開

「 地域と 少人数の良さ を最大限に生
かし ながら 、 主体性・ 当事者性の高

揚と ウ ェ ルビーイ ングの向上を図る 。



こ れから の社会を生き る 子供たちに
必要な“６ つのチカラ ”

①自ら 考え、 表現・ 行動する 力
②他者と 協働する 力
③挑戦する 力
④情報活用能力（ Ｉ Ｃ Ｔ ・ Ａ Ｉ ）
⑤コ ミ ュ ニケーショ ン力（ 語学力）
⑥ふる さ と を愛し 、 よ り よ い社会を創造する 力



本匠小・ 中学校が行う 「 特色ある ３ つの教育活動」

1 「 自分のし たいこ と を学べる 」
個別「 探究」 の時間がある

2 「 自分に最も 合った学びができ る 」
自分で学び方を決めら れる

3 「 毎日を楽し める 自分になれる 」
自分の思いや考えを表現する



1 「 自分のし たいこ と を学べる 」
個別「 探究」 の時間がある

自分の興味・ 関心のある こ と について、
自分なり の問いを立て、 自分なり のやり
方で、 自分なり の答えにたどり 着く 「 探
究」 の学習を毎週１ 時間ずつ（ 年間３ ０
時間） 総合的な学習の時間で行いま す。



1 「 自分のし たいこ と を学べる 」
個別「 探究」 の時間がある

〈 令和７ 年度児童・ 生徒の探究テーマ〉
・ 小学校

なぜ地震が起き る のか、 ニホンイ シガメ 、 空を 飛ぶ方法、
宇宙に行く ために自分にでき る こ と 、 おにぎり 、 他

・ 中学校
ラ ジオの仕組み、 漢字から 派生し た文字～西夏文字、
初めての黒人選手ジャ ッ キーロ ビ ンソ ン、 地域活性化、
本匠中学校のイ メ ージキャ ラ ク タ ー、 バナナ、 映画、
好き な教科と 嫌いな教科



1「 自分のし たいこ と を 学べる 」 個別「 探究」 の時間がある



2 「 自分に最も 合った学びができ る 」
自分で学び方を決めら れる

自分のペース で、 自分のやり 方で、 各
教科の授業の学習を進める こ と ができ る
よ う にし ま す。 「 分から ない」 「 教え
て」 の声を大事にし た授業にし ま す。



2 「 自分に最も 合った学びができ る 」
自分で学び方を決めら れる

※それぞれの児童・ 生徒に応じ た学びを大事にし
ま す。 （ 例： タ ブレ ッ ト などを使って一人で学
習を進める 、 友達と 聴き 合い、 学び合い、 教え
合いながら 学習を進める 、 教師に質問し 、 対話
し ながら 学習を 進める など 、 １ つの教室で様々
な学びが見ら れる 授業になり ま す）



2 「 自分に最も 合った学びができ る 」 自分で学び方を 決めら れる



学んだこ と 、 体験し たこ と 、 身につけた力
を発揮し 、 他者へと 発信する 表現活動を多く
実施し ま す。
（ ペープサート ・ 演劇・ プレ ゼン・ 俳句 等）

3 「 毎日を楽し める 自分になれる 」
自分の思いや考えを表現する



3 「 毎日を楽し める 自分になれる 」
自分の思いや考えを表現する

・ 小学校

※「 伝える 力の向上」 と 「 安心し て言える 環境づく り 」

伝える 必然性と 相手意識を も っ た表現活動を 進めていま す。

・ 中学校

※俳句づく り を 通し て、 俳句に込めた思いなど 、 表現する

活動を 行いま す。

地域の方々と 交流し ながら 、 一緒に俳句を 詠みま す。



3 「 毎日を 楽し める 自分になれる 」 自分の思いや考えを表現する



本匠小学校のその他の主な教育活動

本匠地域の特性を

生かし た活動
体験を通じ た確かな学び

Ｉ Ｃ Ｔ を活用し た

情報活用能力の育成



本匠の地域の特性
を 生かし た学び

ゲス ト ティ ーチャ ーによ

る 専門的な学びの実現

本匠の自然と 産業を生か

し た学び

地域への愛着と 深い学び

を両立



体験活動を通じ
た確かな学び

探究と 創造の

体験
自立と 協働を

育むチャ レ ン

ジ



Ｉ Ｃ Ｔ を活用し
た学び

日常の授業での

活用

Ｉ Ｃ Ｔ ス キルの

向上

情報モラ ル教育

の充実



１ 学期児童アンケート
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体験学習や地域の
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き ま し たか。
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友だちの良いと こ

ろを 見つけ、 みん

なと 仲良く でき ま

し たか。
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いじ めを 見たり 、

さ れたり せず、 安

心し てすごせま し

たか。
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「 自分がいじ めら

れる かも 」 と 不安

になる こ と はな

い。
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授業など で心に

残っ た話やでき ご

と はあり ま すか。
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いろいろな学習や

活動を通し て、 自

信がついてき ま し

たか。
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１ 学期保護者アンケート ■４ ■３ ■２ ■１
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学習内容を身につけてい

ま すか。
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体験学習や地域学習に興味

を 持っ て取り 組んでいま す

か。
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友だちと 助け合い協力し

て、 仲良く 過ごせていま す

か。
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授業や学校行事に楽し んで

取り 組んでいま し たか。
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学校は、 教育活動の様子を

保護者に伝えていま すか。

79%

21% 0%0%

学校は、 保護者から の連絡

や相談に対応し ていま す

か。



本匠中学校のその他の主な教育活動

個に応じ た（ 一人一

人を大切にし た） 授

業・ 教育活動・ 支援

“本匠”の豊かな

自然を生かし た

教育活動

英語力向上と 国

際理解をめざし

た教育活動



個に応じ た（ 一人
一人を大切にし
た） 授業・ 教育活
動・ 支援

生徒個々の目標に応

じ た運動の日常化

生徒個々の活

躍の場の多さ
生徒個々の感想を

言う ・ 発表する 場

の多さ

個に応じ たキャ リ ア
教育の推進



“本匠”の豊かな自
然を 生かし た体験
活動

総合的な学習の時間

「 茶育」 の取組

体育授業

「 カヌ ー体験」

全校道徳

「 鮎のちょ んがけ

体験」

全校理科

「 番匠川水生生物調査」



英語力向上と 国際
理解をめざし た教
育活動

全校生徒と 全教職員で行う

英会話活動

複数のALT（ 外国語指導助

手） と 行う 交流活動（ 英語

俳句づく り など ）

佐伯市国際交流員と の

交流活動

APU（ 立命館アジア太
平洋大学） の学生と の

交流活動



本匠中学校なら ではの教育活動（ ３ つの“いく ”）



生徒・ 保護者によ る 学校評価１ ０ ０ ％の項目（ １ 学期末）

・授業で自分に合った学習に積極的に取り組むことにより、

学力が向上していると実感できている。授業がよくわかっ

ている。

・個別探究活動（総合的な学習の時間）において、自分が

したいことに積極的に取り組め、やりがいを感じている。

・俳句を詠み、自分の言葉で表現する活動を通して、コミュ

ニケーション力が向上していると実感できている。

・ＡＬＴとの交流活動やＥＡＴｉｍｅの活動を通して、日常の中

で、英語が聴けるようになったり、英語を使うようになった

りしている。

・俳句を詠む活動や英会話活動、人間関係づくりプログラ

ムなどの活動を通して、他の人の個性や意見の違いを尊

重することができるようになっている。

・学校、地域、社会をよりよくするために、ボランティア活動

など、学校、地域、社会に貢献する活動を行っている。

・学校は、一人一人の子どものことを大事にしながら、支援

している。

・学校は、子どもに６つの力を高めている。

・学校は、授業を工夫し、子どもの学力を高めようとしてい

る。

・学校は、子どもに運動する機会を与え、体力を高めようと

している。

・学校は学校行事を工夫し、子どものよさや可能性を伸ば

そうとしている。

・学校は、子ども同士のよりよい人間関係づくりに努めてい

る。

・学校は、いじめのない学級・学校づくりに努めている。

・学校は、地域の人材や教材をよく活用している。

・学校は、家庭・地域との連携に努めている。

・学校は、地域貢献・社会貢献に努めている。

・学校は、学校行事や教育活動の様子を、マメール・学校

だより・ホームページ・学級通信等で知らせる努力をして

いる。

＜生徒＞ ＜保護者＞



小規模特認校指定に伴う 「 基本的な考え」

（ １ ） 心と 体がよ ろこ ぶこ と をし ま す。 いのちがよ ろこ ぶこ と をし ま す
みんながつながる こ と をし ます（ さ いき オーガニッ ク 憲章の考え方）

（ ２ ） 誰一人取り こ ぼさ ない（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の考え方）

（ ３ ） 全ての子供たちの可能性を引き 出す（ 令和の日本型学校教育）

（ ４ ） 児童生徒数減少（ 本匠だけではなく ど こ の子供も ） ＝子供は全て宝

（ ５ ） イ ンク ルーシブ教育（ 障がいのある 子供も ない子供も 一緒に）

（ ６ ） 多様性を受け入れる



佐伯市在住の児童生徒

・ 大分県内
・ 九州各県
・ 日本全国
・ 全世界

の児童生徒




